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　国立大学法人の附置研究所・センター群は、研究面にお
いては当該大学を特徴づける個性的な顔として、また学術
の多様性と継続性を維持･発展させる研究拠点として活動
するとともに、教育面においては協力講座として大学院教
育に携わっている。さらに、学内外との学際的・先端的研究
交流活動を通じた最前線の研究現場での若手研究者育成
を実施することにより優れた人材の輩出に貢献している。
このように、大学附置研究所・センター群は、学術の府であ
る大学において主要な研究・教育活動の一翼を担ってお
り、今後も個々の特色ある活動を継続して発展させること
が、大学のみに止まらず我が国における研究・教育の発展
にとって極めて重要と考えられる。
　そのような中で、次期中期目標期間において、大学附置
研究所・研究センター群に関しては「共同利用・共同研究
拠点」という新たなシステムが設けられた。この拠点として
の認定を申請して審査を受け、文部科学大臣が認めた場
合は国の学術政策として重点的に支援がなされるという
方針が明示されている。このシステムは、部局の発展を目

指して拠点化に積極的に取り組みそれが奏効した組織に
とっては、国の手厚い施策として歓迎しうるものである。し
かし、拠点認定からもれた（あるいは、拠点申請をしなかっ
た）附置研究所・研究センターについては、相対的にその
存立基盤が脆弱化することも懸念される。研究分野の特
性や歴史的な経緯などから共同利用あるいは共同研究と
いうスタイルにそぐわない研究組織も大いにあり得る訳
で、全てが拠点化に適しているとは言い難い。附置研究
所・センターを抱える大学においては、組織のそのような
多様性を勘案して、拠点化申請の可否や認定の成否にか
かわらず、各研究組織の設立の趣旨に立ち返り、それぞれ
がこれまで務めてきた研究・教育活動を今後も安定的に
継続し発展させるべく、是非とも可能な限りの協力・支援
がなされるよう期待したい。
　化学研究所では今回の拠点化申請にあたり、教授会な
らびに拠点化WG（主査：渡辺副所長）において熱心な議
論を行っていただいた結果に基づき、平成21年3月に文部
科学省の科学技術・学術審議会に対し「化学関連分野の
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深化・連携を基軸とする先端・学際研究拠点」を拠点名と
する申請書を提出した。本拠点の目的は、化学を中心に自
然科学の広範な研究分野をカバーする化学研究所（以下、
化研と略す。）が長年蓄積してきた学術的知見、先端的設
備、種々の融合・連携研究の実績に基づき、化学関連分野
の研究者コミュニティの意見・要望を踏まえつつ、国内他
研究機関等との共同利用・共同研究を一層促進し、それら
他機関の連携を担保する国際的ハブ環境の提供も含め、
化学分野の基盤的・先端的研究への効率的取り組みを強
化した共同研究体制を構築することにある。このような目
的を掲げた本申請は、平成18年度の化研の外部評価で受
けた提言にも即したものである。本拠点化は、国内／国外
の研究連携強化を念頭に置くとともに共同研究に関する
化研の実績に基づいて立案に至っており、化学を中心とし
て多岐にわたる異分野間での融合・連携研究を強力に推
進して新研究領域の開拓を行うことと個々の分野での研
究深化を目指すことを主目的としている。
　化研においては、所内外の研究者を含む異分野間での

融合・連携研究の実績がすでに多数蓄積されており、研究
所の年間発表論文のおよそ 4 割が外部研究者との共同研
究に基づくものとなっている。拠点化が認められれば、そ
れを契機に、化研保有の大型装置、特殊装置、研究資料、
研究手法などの共同利用がさらに促進されるとともに、斬
新な研究分野の開拓につながる幅広い階層で数多くの共
同研究の実施が期待される。
  化研からの拠点化申請については、科学技術・学術審議
会学術分科会研究環境基盤部会の理学・工学系専門委員
会による書面審査（4月）ならびにヒアリング（5月中旬）を
終え、最終的な審査結果の通知を待っていたところ、6月中
旬に大学本部を通じて文部科学省からの拠点認定の内定
通知が届いた。今後は、平成22年度からの共同利用・共同
研究拠点事業開始に向けて、拠点の整備ならびに運営シ
ステムの構築が急務である。本拠点事業の準備と開始・推
進に向けて、化研および学内外の関係者の皆様のご協力
とご支援を切にお願いする次第である。
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　平成21年3月26日付で、文部科学省高等教育局国立大
学法人支援課国立大学法人評価委員会室から「国立大学
法人・大学共同利用機関法人の中期目標期間の業務の実
績に関する評価結果について」として、国立大学等の第１
期中期目標期間中の業務実績に関する評価、いわゆる法
人評価の結果が公表されました（文科省のホームページ

に掲載）。この評価は、第１期中期目標期間の終了（平成
21年度）に先立って、平成16年度から平成19年度までの4
年間の業務実績に対して行われたものであり、平成21年
度までの6年間の業務実績については期間終了後に改め
て評価結果を確定させるとされています。
　実際には、19年末までにまず各部局がまとめ昨年の初
夏に本学が提出した業務実績報告書と自己点検・評価に
基づき、教育研究等の状況については文科省の要請を受
けた独立行政法人大学評価・学位授与機構が中期目標の
達成状況について評価しました。そして、国立大学法人評
価委員会が、教育研究等に関する機構の評価結果を基本
的に受け入れ、加えて「業務運営の改善及び効率化」など4
項目についてヒアリングや財務諸表等の分析も行って、総
合的に評価を実施しました。その結果、大学全体の評価結
果は、記述式による「全体評価」がまず示され、引き続き
「教育に関する目標」や「研究に関する目標」など7項目に
ついての「項目別評価」が五段階からなる達成状況の評定
として各項目の細目に対する評価結果とともに公表され
ました。その後に部局ごとの評価結果が示され、研究を主
務とする化学研究所の場合、「研究活動」と「研究成果」か
らなる「研究水準」の状況と、意味がやや不明瞭な「質の向

上度」について、「化研の研究の目的に照らして想定され
る関係者の期待にどの程度応えているか」という視点から
とされる四段階の評定が示されました。なお、項目別評価
の結果には、それぞれについて判断理由も記載されてい
ます。
  京都大学全体としての評価については他に譲り、ここで
は化研に対する結果のみ簡単に述べたいと思います。化
研では、実績報告とその自己評価に際して「期待される水
準」をやや高く設定して「期待される水準を上回る」と答え
たためか、研究活動と研究成果については自己評価どお
りの評価結果でした。一方、質の向上度の評価結果につい
ては、求められて挙げた研究成果と国際・国内連携の二つ
の事例の自己評価はどちらも「大きく改善、向上している」
としていたのですが、双方の事例とも「『大きく改善、向上
している　又は　高い質（水準）を維持している』または
『相応に改善、向上している』と判断された」として、結局は
「相応に改善、向上している」との評価になりました。しか
し、法人評価の概要にも今回の評定は「相対的に比較する
ものではない」と明記されていることを考えれば、化研の
この結果はとくに異議を唱えるようなものではないと思わ
れます。要は、化研の構成員ひとりひとりがそのミッション
を再確認しつつ第１期最終年度の研究教育等に臨むこと
により目標達成を図り、それを踏まえて第２期の目標・計
画を策定し、次の展開に向けた布石を打つことでしょう。
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 松本総長と宇治地区4研究所から出席し
た若手研究者との懇談会が開かれ、１時
間程の短い時間ではありましたが、研究
や教育、若手研究者の進路についての要
望や改善点を提案し、それに対する松本
総長の率直な御意見と研究理念を伺うこ

とができました。個人的には、研究所を超えた若手同士による意見交換の
場という貴重な機会であったと思います。今後さらに、研究所間での研究
に関する情報交換や機器共有、教育その他に関する意見交換の場が増え、
宇治キャンパス全体として効率良く研究活動ができる環境になっていけれ
ば良いと感じました。

  総長と大学院生とのディスカッションでは、大学院生側から様々な意見や
コメントや提案などが出されました。特に、宇治キャンパス各研究所で行
われている授業・講義のやり方や問題点や評価の仕方などがディスカッ
ションの焦点の一つになりました。その中では、宇治キャンパスに多くの研
究所が集まっているのに、研究所間での教員と学生との交流（授業・講義を
通じて）が少ない印象を受けます。多くの学生は所属する研究所以外の研
究所で行われている研究・講義・セミナーなどをあまり知らないと思いま
す。もし、このことを改善できれば、違う研究所の学生同士・教員と学生が
刺激しあって、新しいアイデア・発見・発明が生まれるかもしれません。ぜ
ひ、授業・講義の取り方を自由に！

総長と若手研究者の懇談　感想
複合基盤化学研究系 超分子生物学  助教

加藤　詩子 （左から2番目）

↑総長と懇談する
　時任所長

総長と大学院生の懇談　感想
材料機能化学研究系 ナノスピントロニクス   D3   マイケル・デルモ （右から2番目）

松本紘京都大学総長が
　　　宇治キャンパスを訪問

時任宣博所長や、若手研究者、学生らと懇談

　平成21年6月2日（火）午後、松本紘総長、江崎信芳、藤井信
孝、西村周三各理事・副学長が宇治キャンパスを訪問され、
木質ホール2階の応接室にて、時任宣博化学研究所長、尾
形幸生エネルギー理工学研究所長、川井秀一 生存圏研究
所長および岡田憲夫防災研究所長らも同席して、宇治
キャンパスの今後の展望と課題について懇談されました。
　引き続き、本館1階にて、若手研究者・教員16名との懇談
が行われました。懇談では、総長から若手教研究者に対する
激励の言葉があり、大学側の若手研究者支援への今後の展
望や、現代における若手研究者育成に関しての重視すべき
点などが話し合われ、予定時間をオーバーしての活発な意
見交換の場となりました。
　その後、総長、副学長、理事による、10月竣工予定の「宇治
おうばくプラザ」の建設状況視察が行われ、宇治キャンパス
各研究所長らも同行しました。
　最後に、総長を囲んで学生との懇談の機会が設けられま
した。松本総長は、学生の多岐にわたる質問にも真摯に応
対され、こちらも時間をオーバーする和やかで意義のある
席となりました。

↓宇治おうばくプラザの工事現場を　　　
　視察する松本総長（右から2番目）

←木質ホール2階応接室にて行われた　　
　宇治キャンパス各所長らとの懇談会
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新 任 教 員 紹 介

教授　青山  卓史  
生体機能化学研究系

平成21年６月1日昇任

生体分子情報生体分子情報

略歴

 岡穆宏教授が昨年定年退職され、その後任として本年６月１日付

けで生体分子情報研究領域を担当することになりました。高浪研—

岡研と続く、伝統のある研究領域を引き継ぐことの重みを改めて感

じております。私が高浪研の大学院生として化学研究所の一員と

なったのは28年前のことです。世界中の分子生物学者が遺伝子の

配列構造決定へと突き進もうとしていた時期であり、高浪研は日本

におけるその技術基盤の中心として、まさに分子生物学のメッカ的

存在でした。そこで私に与えられた研究テーマは、しかしながら遺

伝子の配列構造決定ではなく、合成DNAを用いて作った様々な人

工プロモーターを大腸菌内に導入し、大腸菌プロモーターの基本

構造を解明するというものでした。当時合成DNAは貴重品であり、

誰もがDNA配列を自由に改変できるわけではなかったので、これは

随分先駆的な研究だったと思います。

　DNAが自由に設計できるようになった現在、私はモデル植物シロイ

ヌナズナの逆遺伝学（reverse genetics）を武器に、高次生命現象の

作動原理の研究をしています。逆遺伝学とは、狭義には遺伝子の人

為的なノックアウトや過剰発現などを用いた研究手法であり、偶発的

な突然変異に基づく従来の遺伝学を補完するものと捉えられていま

す。しかし、形質転換株（遺伝子導入株：transgenic line）を大規模に

取り扱えるシロイヌナズナの系においては、構造や発現様式を様々

に改変した遺伝子を形質転換株に導入して、遺伝子やタンパク質の

生物学的機能を解析することを意味します。つまり、研究者がデザイ

ンした実験を生きた生物個体にさせる、という非常に能動的な研究

手法です。ただ、私にとっては、シロイヌナズナの逆遺伝学は28年前

の大腸菌の人工プロモーターと同じ発想であると言えます。研究者

人生の初期における刷り込み（imprinting）とは恐ろしいものです。

　逆遺伝学の醍醐味は、高次生命現象の作動原理に関する直接

証 拠を突きつけるような形質転換株をデザインすることにあります。

現在のところ、そのようなデザインが組めるケースは少なく、むしろ

試行錯誤により有効な系質転換株に

たどり着くことが多いのですが、これ

からはポストゲノム研究などによる周

辺情報の蓄積にともない、有効なデ

ザインが可能になるケースが増えると

考えられます。遺伝学は無からの出

発を可能にする起爆剤であるのに対

して、逆遺伝学は情報が蓄積すれば

するほど威力を発揮する最終兵器で

す。以上は逆遺伝学の刷り込みをも

つ私の過大評価かもしれませんが、

この際、逆遺伝学の世界の中心を目

指す覚悟で頑張りたいと思います。

今後ともご指導のほど宜しくお願いい

たします。

京都大学 大学院 理学研究科 1985年博士後期課程退学
京都大学 化学研究所 教務職員 1985～1988年
京都大学 化学研究所 助手 1988～1994年
京都大学 化学研究所 准教授  1994～2009年

教授　梶　弘典  
環境物質化学研究系

平成21年7月1日昇任

分子材料化学分子材料化学

略歴京都大学 大学院工学研究科 博士後期課程 
　　　　　　　 　　　　　　1994年修了
京都大学 化学研究所 助手 1994～2003年
京都大学 化学研究所 准教授 2003～2009年

Favorite
ガラス、美しいと思いま
せんか？
ガラス、美しいと思いま
せんか？

　この度、2009年7月1日付けで、環境物質化学研究系分子材料化学

研究領域を担当させていただくこととなりました。どうぞ宜しくお願い致

します。1994年に化学研究所に助手として採用して頂いてから15年

間、化研の皆様には随分とお世話になりました。特に、化研ならでは

の環境を満喫させて頂き、研究室の垣根を越えて学問分野の異なる

多くの方々と交流させて頂けたことは、研究面のみならず、人としての

交流の面でも、随分とその恩恵を受けてきたことになるかと思います。

このような恵まれた環境の中で、これからも研究を展開できることに感

謝するとともに、これからは、化研がさらに良い研究機関となるよう、微

力ながら貢献できればと考えております。

　私は神戸で生まれ、数年間、福岡と尼崎で暮らした以外は、高校

までのほとんどの時間を神戸で過ごしました。大学に入ってからは

京都での生活となり、現在では、京都暮らしが最も長くなっていま

す。京都大学では工学部工業化学科に入学、学部四回生で曽我

直弘先生の研究室に配属となり、博士課程まで吉田キャンパスで無

機ガラスの研究に取り組みました。博士課程で行った二重細孔を有

するシリカゲルの研究では、私自身は基礎研究に終始しましたが、

その後、このゲルカラムが市販されるに至りました。このゲルカラム

は、例えば、私が博士課程を修了してから十年以上経ってからのこ

とですが、今年から市販される青いバラの開発などにも大きく貢献し

たようです。博士課程修了後、化研の助手に着任させて頂いてから

は、固体NMR法による有機高分子材料の構造とダイナミクスの研究

に注力しました。特にアメリカ留学を機に、NMRの方法論も積極的

に研究に取り入れ、非晶質材料の構造・ダイナミクスを精密に解析

するという観点で研究を進めてきました。数年前からは、これまで

培ってきた固体NMRの技術を活かし、有機デバイス材料、特に、有

機エレクトロルミネッセンス (有機EL) 材料、有機太陽電池材料の研

究を行いつつあります。このように、学生時代から現在に至るまで、研

究の対象を変えてはいるのですが、「非晶質材料の科学」が一貫して、

その研究の根底にあります。結晶性の材料に対しては、その結晶構造

に基づいて議論がなされ、また、新たな材料開発が行われるように、非

晶質材料でも、その構造やダイナミクスは重要な基礎となるはずです。

今後、これまで培ってきたNMRの技術を基軸に、その精密解析を通し

て非晶質材料の学問分野の構築に寄与したいと考えております。ま

た、そのような基礎研究が、十年後、

二十年後に様々な面で花開けば、と

期待しています。

　今後、NMRの装置が充実してくる

と思います。上記の、我々が目指し

ている研究のみならず、学問分野を

越えた様々な研究に対して、NMRの

有用性を示していくこともできればと

考えております。今後とも、どうぞ宜し

くお願い申し上げます。

スパークリングウォーター。
銘柄にはこだわらず、最近
レストランでよく注文しま
す。特に油の多いエスニッ
ク料理には合うように思
います。

スパークリングウォーター。
銘柄にはこだわらず、最近
レストランでよく注文しま
す。特に油の多いエスニッ
ク料理には合うように思
います。

Favorite



平成21年4月１日採用
京都大学 大学院 理学研究科 化学専攻  
                      博士後期課程 2001年退学 
富士通テン株式会社 開発本部 2001～2009年

略歴

特定助教　辻野　康夫

特定研究員　金　正植
平成21年4月１日採用

北海道大学 大学院 地球環境科学研究院 
　　　　　　 博士後期課程 2008年修了
京都大学 化学研究所 博士研究員 2008～2009年

略歴

Favorite
僕の家族はお寿司が大好きで
す。北海道で食べてきたみずみ
ずしいお寿司。一生忘れません。

僕の家族はお寿司が大好きで
す。北海道で食べてきたみずみ
ずしいお寿司。一生忘れません。

材料機能化学研究系 高分子材料設計化学

水化学エネルギー（AGC)
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　我々は、水酸基（RO-H）を、NISを用いてそのヨウ化物（RO-I）に変

換し、RO-Iへのモノマー（M）の挿入を利用した新しい重合開始剤の単

離（RO-M-Iの合成）およびリビングラジカル重合（RO-Polymer-Iの合成）に

成功しました。この手法は、水酸基を有

する基材表面からのグラフト重合の可

能性が期待されます。これからは水酸

基をもつセルロースナノファイバーの

表面からの高密度グラフト重合を目指

しています。やさしい研究室の人たち

と素晴らしい研究環境に恵まれてたの

しく研究しています。

　この度、寄附研究部門（水化学エネルギー（AGC）研究部門）の特定

助教として採用していただき、ギ酸を用いた水素の貯蔵、二酸化炭素

の固定、燃料改質の研究を行っています。大学院時代から、NMRを

用いた速度論的解析により、高温高圧

条件下における有機反応機構の解明

を目指し、ホルムアルデヒド、ギ酸、アニ

ソールの水熱反応、熱分解反応の研究

を行ってきましたので、これまでの知見

を活かして研究したいと思います。高

校時代からエネルギー問題、環境問

題の解決に貢献したいと思っておりま

したので、本研究に精進したいと思い

ます。

寄付研究部門寄付研究部門

特定研究員　狩野　康人
平成21年4月１日採用

九州大学大学院 理学府 分子科学専攻
　　　　　 博士後期課程 2009年修了

略歴

環境物質化学研究系 分子環境解析化学

　昨年までは「様々な物質が混み合った生体内におけるタンパク質の

会合に対して、水分子の並進運動がどのような影響を与えるか」という

テーマで、剛体球を使ったシンプルなモデ

ルと積分方程式理論を用いた理論研究を

行っていました。当研究室では、分子動力

学法を用いて水中でのタンパク質の水和

自由エネルギーを計算しています。分子

動力学法を本格的に使うのは初めてのこ

とで戸惑うことも多いですが、ダイナミクス

とスタティクスの両面に精通した理論研究

者となれるよう、日々精進したいと考えてい

ます。

ルービックキューブ。ルー
ビックリベンジ（4x4x4）を買
おうかどうか考え中です。

ルービックキューブ。ルー
ビックリベンジ（4x4x4）を買
おうかどうか考え中です。

平成21年4月１日採用
京都大学大学院 農学研究科 応用生命科学専攻 
博士後期課程 2007年研究指導認定退学、2008年１月修了
京都大学 化学研究所 分子微生物科学 教務補佐員

略歴

助教　川本　純

　地球の生物圏の約 7 割が極地や深海、高山や氷河域のような低温

環境であり、わたしたちにとって地球は「冷たい惑星」といえます。この

ような低温環境を好む生物は、地球を代表する生物群でありますが、

生物がどのように低温に適応しているか

については明らかではありません。わた

しは高等生物に比べてシンプルに構成

されている微生物を用いて、低温での生

体触媒反応や、環境適応に関わる細胞

膜中の生体分子の生理機能の解明に

取り組んでいます。化学研究所ならで

はの研究となるように楽しんで研究した

いと思います。

生物工学ラボラトリーの
自分のデスクです。パソコ
ンが増え続けています・・・。

生物工学ラボラトリーの
自分のデスクです。パソコ
ンが増え続けています・・・。

京都大学 生存基盤科学研究ユニット 特定助教 2008 ～2009 年

2007～2008 年
京都大学 化学研究所  GCOE 博士研究員 2008 年 ２、3 月

准教授　笹森　貴裕
環境物質化学研究系 分子微生物科学 (特殊環境微生物研究プロジェクト)

　主な研究テーマは「高周期元素を含む新規な結合様式をもつ化合

物の創製」です。炭素や窒素、酸素など第二周期元素に限らず、周

期表にみられる100種類以上の元素それぞれの特性を有機元素化学

の観点から浮き彫りにし、その特

性を活かした新規物質の合成を

目的として学生達と日々奮闘して

います。多種多様な研究分野の

第一線でご活躍されている化研

の先生方とのこれまでのふれあい

の中で、分野の枠にとらわれない

科学の大切さを学びました。今後

ともご指導ご鞭撻のほどお願い

申し上げます。

特定助教　山田   泰裕
元素科学国際研究センター 光ナノ量子元素科学

　金属酸化物は高い機能性を持ったデバイス材料として到るところ

で利用されていて、身近な製品で酸化物を含まないものを見つける

ほうが困難なほどです。私は学生時代から金属酸化物を対象とした

研究を一貫して続けており、ここでは

特に酸化物ナノ構造の光機能に関す

る研究を行います。一般に、ナノ構造

物質中では光キャリアが狭い空間に閉

じ込められるために多体効果に起因し

た新しい現象の発現が期待されていま

す。ユニークな特性をもつ酸化物とナノ

構造化のメリットを併せることで新奇な

光機能の発見につなげたいと考えてい

ます。

Favorite

Favorite

日曜日の朝に家族でゆっ
くりと紅茶を飲むことで
す。何よりの贅沢です。

日曜日の朝に家族でゆっ
くりと紅茶を飲むことで
す。何よりの贅沢です。

Favorite

大学時代合唱団に所属していまし
た。最近行っていませんが、ミュー
ジカルを見るのが好きです。

大学時代合唱団に所属していまし
た。最近行っていませんが、ミュー
ジカルを見るのが好きです。

Favorite

平成21年７月１日採用
九州大学 大学院 理学府 2002年修了
京都大学 化学研究所 博士研究員2002～2003年　

　　　　　          

略歴

京都大学 化学研究所 助教 2003～2009年

物質創製化学研究系 有機元素化学有機元素化学

趣味は居合道（日本刀を
扱う武道です）。昨年五
段に合格しました。

趣味は居合道（日本刀を
扱う武道です）。昨年五
段に合格しました。

Favorite

平成21年７月１日採用

　　　　　          
略歴 京都大学 大学院 理学研究科 博士後期課程  2008年

京都大学 化学研究所 博士研究員 2008～2009年

  キム 　　    ジョン  シク
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元素科学国際研究センター 遷移金属錯体化学

教授　柴山 充弘
東京大学 物性研究所附属
中性子科学研究施設 教授

教授　宮浦 憲夫 平成21年4月1日採用

北海道大学 大学院 工学研究科 
有機プロセス工学専攻 教授

勤務先

複合基盤化学研究系 高分子物質化学

勤務先

准教授　杉田 有治 平成21年4月1日採用

理化学研究所 基幹研究所 
杉田理論生物化学研究室 
                                                                       

勤務先

バイオインフォマティクスセンター 生命知識システム

　私たちの研究室では、計算機を用いた分子シミュ

レーションを行うことにより蛋白質などの生体分子

の関わる生命現象の解明に挑んでいます。最近

は特に、生体膜や膜蛋白質に関する研究を中心に行っています。化

学研究所では、松林先生らと議論することにより溶媒和自由エネルギ

ーに関する研究を発展させられたらと期待しております。それではよ

ろしくお願い致します。

准教授　町田 友樹平成21年4月1日採用

東京大学 生産技術研究所 准教授

ナノスピントロニクス

　主な研究テーマは、量子ホール系を利用した

半導体核スピンの電気的コヒーレント制御、単一

InAs量子ドットスピンバルブ素子におけるトンネ

ル磁気抵抗効果、グラフェンにおける量子輸送現象です。化学研

究所では小野輝男教授および小林研介准教授にご協力いただき、

グラフェンおよび量子ホール系におけるショットノイズの研究を進めた

いと考えています。よろしくお願いします。

材料機能化学研究系 環境物質化学研究系環境物質化学研究系 分子環境解析化学

准教授　大塚 祐二 平成21年4月1日採用

株式会社 東レリサーチセンター 

准教授　伊藤 公人平成21年4月1日採用

北海道大学 人獣共通感染症リサーチセンター
　　　　　　　　　    国際疫学部門 准教授

勤務先

　平成17年に北海道大学・情報科学研究科から

人獣共通感染症リサーチセンターセンターに異

動し、現在、医学・獣医学の研究者と協働して、

インフルエンザウイルスの抗原変異を予測するためのバイオインフォ

マティクスを研究しています。学問分野がそれぞれ専門化と高度化

に向う中、化学研究所の皆様との交流を通じて、新たな学際領域へ

の展開に挑戦したいと、胸をふくらませております。

　入社以来20余年、分析電子顕微鏡法を用いて

様々な先端工業材料の微細構造解析に携わっ

て来ました。正確なTEM分析を行うために必要と

なる、多様な試料作製技術や、局所領域における分析データの取り

扱いや解析方法などについて、様々な視点から深い議論ができれば

幸いです。どうぞ宜しくお願いいたします。

先端ビームナノ科学センター先端ビームナノ科学センター 複合ナノ解析化学複合ナノ解析化学

勤務先

勤務先

教授　楠見 武徳 平成21年4月1日採用
東京工業大学 理工学研究科
グローバルCOEプログラム化学 特任教授

勤務先

 筑波大学と徳島大学において、生理活性海洋天

然物の化学的研究、有機化合物の絶対配置決定

法の開発、磁場が化学反応に与える効果、および

エチルアルコールが人体に与える効果について研究を行ってきまし

た。現職場では鈴木啓介教授の研究室と共に、主としてカテキンの化

学に取り組んでいます。化学研究所では学生を含む若い研究者達の

力を引き出す工夫についてお話ししたいと思います。　　

教授　伊丹 健一郎平成21年4月1日採用
名古屋大学 大学院  理学研究科 教授

構造有機化学

　私たちは、有機化学のみならず材料科学、医

農薬開発、生命科学の進展と理解に合成化者

として貢献することを目標に、有機化合物の革新的な新反応・新

変換法の開拓を中心課題においた研究を展開しています。研究

のキーワードは、(1)新反応 ・ 新触媒、(2)炭素–水素結合変換、(3)

医農薬・生理活性物質 ・天然有機化合物、(4)フラーレン・ナノカー

ボン、(5)光電子機能性材料、です。よろしくお願いします。

物質創製化学研究系 生体機能化学研究系生体機能化学研究系 ケミカルバイオロジー

勤務先

客 員 教 員 紹 介

　中性子小角散乱や光散乱を使ってソフトマ

ターの構造と物性を研究しています。特に最近

では、高性能高分子ゲルの優れた物性の起源

を探るべく、ゲルの精密構造解析に熱中しています。一方で、中性

子散乱全国共同利用の拠点メンバーとして、中性子散乱を使った研

究の支援も行っています。化学研究所には学生時代からお世話にな

っており、研究所の皆さんに最新の中性子散乱トピックスの幾つかを紹

介することで少しでもご恩返しができればと思っています。

　有機ボロン酸を用いた触媒的有機合成を

テーマとして、パラジウム触媒クロスカップリング

反応、ロジウム触媒共役付加反応と不斉合成、

ジボロンのロジウム触媒付加・カップリング反応、イリジウム触媒芳香

族C-Hホウ素化反応などの開発を行った。これらの反応はケイ素化

合物など他の元素化合物に幅広く共通する課題であることから、基

礎反応、反応機構、合成化学的利用について講述する。

 ペットボトルのおまけ。
ムダに作りこんである感じがなん
とも愛おしいです。

   質量分析の依頼測定を担当します。質量

分析とは、分子や原子をあの手この手でイオ

ン化し、生じたイオンを手を代え品を代えて質量電荷比ごとに分け、

検出するものです。イオン化・分離検出とも様々な方法が開発されてお

り、それぞれに長所短所や相性があるのも面白いところです。私が担当

しますのはEI/FABイオン化法を

用いた二重収束型の装置になり

ます。目下の最大の悩みは、精確

な測定のために装置を常に良い

状態に維持することですが、装

置のご機嫌をとりつつ、皆様に信

頼される担当となれるよう努力し

てまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

平成21年4月１日採用
京都大学  教務補佐員 2007～2009年略歴

技術職員　藤橋明子
物質創製化学研究系物質創製化学研究系 精密有機合成化学

平成21年4月1日採用

 准主任研究員

形態科学研究部第2研究室 室長

Favorite
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News

‥

化研の国際交流 Florante, A.Quiocho
客員教授に聞く　

上杉教授は米国ベイラー医科大学生化学・分子生物学部助
教授、同校准教授を経て、化研へ来た経歴がある。

Florante, A. Quiocho
(フロランテ A. キオチョ　）
ベイラー医科大学生化学分子生物学部教授　
X結晶解析によってタンパク質の構造を解析する手法を確立した
一群の化学者の一人。特にカルモジュリンの構造と分子認識の解
明（Science,1992)の研究成果は、タンパク質認識の分野に大きな
影響を与え、他の分野の発展にも波及した。美食家で料理も得意。

Quiocho先生は、構造生物学で世界的にも著名。ケミカルバイオロジー
研究領域に４月から６月末まで滞在された。初めて訪れた化研の印象を
尋ねると「Outstanding!! 」と目を輝かせ、設備の充実度、研究内容のすばらしさに
ふれたQuiocho先生。今回は、さまざまな質問にお答えいただいた。

 台

　湾
from 台湾

海外からの
者研究

Researcher 文・広報室　武平　時代

元素科学国際研究センター  無機先端機能化学

外国人共同研究者

ウェイティン・チェン
Wei-Tin Chen

研究室は自由でおおらかな雰囲気。実験に集中できるす
ばらしい環境を与えていただき、感謝しています。

宇治はゆったりとした雰囲気
が台湾に似ている。大好きな
作家、京極夏彦の作品の舞台
にもなった萬福寺はぜひ訪れ
てみたかった場所だ。

   
東准教授（写真右）
と一緒に。

　　　化研に来られたきっかけは？

　上杉教授は、米国ヒューストンにあるベイ
ラー医科大学の同僚でした。私は当時助教授
選考委員会の議長をしており、彼を独立助教
授として推薦しました。今回は彼が私を推薦
してくれて、化研に来ることになったのです。

　　　研究を行う上で日米の違いは？

　大きな違いは研究組織の成り立ちです
ね。米国ではProfessor（教授）、Associate 
professor（准教授）、Assistant professor（助
教授）とありますが、上下関係はなく、それぞ
れが独立した立場で研究室を持ちます。そ
の分、領域が細分化され、多様な研究分野
が生まれます。また、世界中から人材を確保
するのもひとつの特徴です。上杉教授のとき
も、各国の科学雑誌や媒体に公募し、集まっ
た２００近い書類の中から１０名に絞り、全員
に面接をして最も優れた人物を採用しまし
た。やはり研究分野で顕著な成果を挙げて
いることが重要ですが、若い研究者により多
くのチャンスが与えられるといえるでしょう。

　　　これまでの研究について教えてください。

　専門はX線結晶解析と生物物理学です。こ
れまで多くのタンパク質や酵素の３次元構

造を原子レベルで解き明かす努力を続け
てきました。化研では助教の方々と協力し、
化合物タンパク質複合体の3次元構造を
解明しています。これらの結果は、創薬など
公益性が高い様々な分野での応用が期待
されます。

　　　休日はどんなことをされますか？

 ランを育てるのが趣味です。自宅のグリーン
ハウスには100種以上はあるんですよ。料理
も好きです。作るのはアジア料理。日本料理に
も挑戦しましたが繊細で難しいです(笑)。

★

　1978年台湾生まれ、31歳。天主教輔仁
大学で理学修士号を取得後、英国スコット
ランドへ渡りエディンバラ大学で博士号を取
得。2009年4月から７月末まで島川教授、東
准教授のもと、ポスドクとして研究に励む。
今回の来日は戦略的国際科学技術協力推進事
業による「日英研究交流」がきっかけとなった。
　「エディンバラ大学ではJ.P.Attfield教授に
師事しました。２年前から『極限条件を用い
た新規機能性酸化物の探索』をテーマに、
無機先端機能化学領域（島川研）と共同研
究をすすめています。一緒に研究を進める中
で感じることは、日本の皆さんの徹底したリサ
ーチと、研究への熱意。するどい着眼点と洞察
力に日本の化学の底力を見た気がします」。
　専門は中性子回折。実験には強磁性、強

誘電性、強弾性など、複数の秩序を同時に
あわせもつマルチフェロイックス物質を用
いる。高圧合成などの極限条件のもと、新し
い機能性物質の創成を目指している。
　「将来的には、新たなセンサー・デバイス
への活用など、様々な分野への応用が期待
されていますが、我々の研究はまだゴール
の見えない途中の段階。発見したものがど
のように機能するか、また実質的に使える
ものなのかどうかを検証する作業を日々
繰り返しています」。丁寧な実験と検証が
今後の展開を大きく揺さぶる可能性を秘
めた、注目の研究分野だ。
　「初めて日本に訪れたのは10年前。まだ
天主教輔仁大学の学生の頃でした。台湾で
は日本のドラマや音楽をはじめ、さまざまな
メディアが中国語に翻訳され、非常に高い
人気があるのです。私が読む小説もほとん
どが日本人作家のもの。特に好きなのは京
極夏彦の作品です。京都大学出身の綾辻
行人も好きな作家の一人です」。
　そして取り出したのは日本語でびっしり

書かれた小さなメモ用紙。作品名を書いた
漢字の一つひとつにひらがなで読み方が
記されている。質問すると、まっすぐこちら
を見、丁寧に答えるウェイティンさん。そん
な彼の真摯で前向きな姿勢が小さな覚え
書きにもしっかりと表れていた。
　「できるならあと2～3年は日本に滞在し、
研究する機会を得たいと考えていますが、
将来的には家族の待つ台湾で研究を生か
す職に就きたいです」。
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時任 宣博 教授
笹森 貴裕 准教授ら

日本化学学会欧文誌 BCSJ 賞
「Synthesis and Properties of Stable 1, 2-Bis(metallocenyl)
disilenes : Novel d-π Conjugated Systems with a Si=Si 
Double Bond」

平成21年5月12日

日本化学会の発行する英文論文誌 「Bulletin of the Chemical Society of Japan」 の各号において最
も優れた論文に贈られる賞。

小林 研介 准教授

平成21年3月28日

日本物理学会が将来の物理学を担う優秀な若手研究者の研究を奨励し、学会をより活性化するため
に2007年に新しく設けた賞。

第三回日本物理学会 若手奨励賞
「半導体メゾスコピック系における電子のコヒーレンスと多体効果の
制御に関する研究」

西田 幸次 准教授

平成21年6月10日

繊維科学について、独創的で優秀な研究を行い、更に研究の発展が期待される研究者に贈られる賞。

平成21年度 繊維学会賞
「その場観測法による繊維・フィルム中の高次構造形成過程に
関する研究」

平成21年3月23日

新学術
領域研究    6,630村田 靖次郎

活性小分子の内包された球状π空間の創製と
物性制御

   33,020金光 義彦
ナノ構造物質の高密度少数多体電子正孔系の
顕微分光と光機能

13,780松林 伸幸
ATP加水分解の自由エネルギー解析

教授

教授

准教授

 高エネルギー加速器ならびに加速器利用に関る実験装置の研究において、独創性に優れ、かつ論文
 発表され国際的にも評価の高い業績をあげた研究者・技術者に贈られる賞。

A. Yuasa, T. Sasamori, N. Tokitoh 日本化学会欧文誌　   82巻  7号 

岩下 芳久 准教授

高エネルギー加速器科学研究奨励会 西川賞
「超伝導高周波加速空洞表面・光学検査システムの開発および
観察」

平成21年度 科学研究費補助金 一覧
種　目 代表者 補助金
特定領域
研究

研　究　課　題

     7,200山子 　茂
高周期ヘテロ元素の相乗効果を利用したラジ
カル反応の高次制御

   14,400小野 輝男
スピン流による磁気構造のナノスケール制御

3,700小野 輝男
スピン流と電子物性調整班

  1,700青山 卓史
土壌環境条件から根毛形態制御に至るシグナ
ル伝達機構

     2,900青山 卓史
植物細胞形態形成におけるリン脂質シグナル
の役割

   7,200渡辺　 宏
相分離過程における構造成長ダイナミクスと
絡み合いダイナミクスのカップリング

   4,500梅田 真郷
リン脂質フリッパーゼを介する「脂質場」の形
成とその細胞骨格制御における役割

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

研　究　費GrantsGrants

種　目 代表者 補助金

156,300小　　計 16件

研　究　課　題

 10,200

 70,800

小澤 文幸
遷移金属／典型元素相乗系錯体の創製と機能

生命システム解明の基盤データベース構築　
　

 16,300阿久津 達也
生物情報ネットワークの構造および動的挙動
の数理解析

     1,900岡　 雅明
酸化還元活性な四鉄－四炭素骨格を用いた新
機軸触媒設計

   1,600松田 一成
ナノプラズモニクスによるカーボンナノチュー
ブの新規光機能性の発現　　　　　　　　　

   1,900笹森 貴裕
高周期典型元素π電子系－遷移金属元素から
なるd－π電子共役系の構築とその性質解明

   1,700畠山 琢次
フッ化物イオンとカルベン配位子によるクロス
カップリング反応の協奏制御

特定領域
研究

   1,400中島 裕美子
新規オレフィン重合反応を志向した希土類金
属錯体触媒の精密設計　　　　　

准教授

准教授

准教授

助教

助教

金久　 實

金属複合系反応剤の設計と反応開発 教授
中村 正治    8,900

53,430小　　計 3件
（単位：千円）（単位：千円）

教授

教授

教授
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平成21年度 科学研究費補助金 一覧

研　究　費GrantsGrants

種　目 代表者 補助金研　究　課　題

  18,200川端 猛夫
触媒的な位置選択的官能基化を基盤とする精
密有機合成

   23,270辻井 敬亘
新規トライボマテリアルの構築と精密特性解
析

   6,760二木 史朗
膜透過ペプチドの細胞移行のケミカルバイオ
ロジー

   11,440金谷 利治
非平衡中間体を経由する高分子結晶化と高次
構造制御

   9,620阪部 周二
高強度フェムト秒レーザー生成パルス高速度
電子を用いた時間分解電子顕微鏡

   12,090阿久津 達也
グラフ理論とカーネル法の融合による化学構
造設計法

   29,250梶　 弘典
共有結合性界面を有した高性能高分子系有機
EL素子の創製

   7,020岩下 芳久
超強力永久磁石の開発とその応用、特にリニ
アーコライダーと中性子光学への新展開

   4,160平竹　 潤
グルタチオン代謝と酸化ストレスを制御する薬
剤の開発とケミカルバイオロジー

   6,630青山 卓史
レスポンスレギュレーターARR1によるサイト
カイニンシグナル伝達機構

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

准教授

教授

教授

種　目 代表者 補助金

5,300小　　計 4件

研　究　課　題

   1,690

   780

川添 嘉徳
小分子化合物による液胞形成機構の解明

天然高分子ナノ構造体の磁場による構造制御
　

   1,690若井 千尋
NOE効果を用いたイオン液体中の水及びベン
ゼンのイオンによる溶媒和構造の解析

   1,170吉田 弘幸
有機半導体・強磁性金属界面の電子構造とス
ピン注入効率：有機スピン素子をめざして

   1,300宗林 由樹
モリブデンとタングステンに基づく酸化還元プ
ロキシの開発と日本海環境変動の復元

   1,300阿久津 達也
複雑生体構造のデータ圧縮を通じた発生原理
の解明　　　　　　

   1,900梶　 弘典
ドナー－アクセプター超分子構造解析のため
の固体NMR法の開発

基盤研究
    （C）

若手研究
    （S）

   31,070小野 輝男
電流誘起スピンダイナミクスとスピン能動素子
への展開

   47,320中村 正治
普遍金属を活用する次世代精密有機合成反応
の開拓　

27,170小林 研介
半導体ナノ構造における量子相関の生成と検
出

   800多金属骨格に束縛された非平面型カルボカチ
オンの化学　　　　　

助教

助教

助教

助教

教授

教授

教授

准教授

教授

教授

准教授

平井 諒子

（単位：千円）

   12,220宗林 由樹
重元素安定同位体海洋化学の創成を目指した
同位体比精密分析法の開発

   7,150渡辺　 宏
ブロック共重合体ダイナミクスに対する熱力学
的拘束と空間的拘束の効果

   3,770小澤 文幸
π共役系高分子の精密合成を志向したクロス
カップリング反応の研究

   7,800金光 義彦
ナノ粒子へテロ構造におけるエネルギー移動
の解明と光機能の探索

   5,850松林 伸幸
脂質二分子膜でのドラッグの分配と会合の
MDとNMRによる研究

   6,240栗原 達夫
好冷微生物の低温環境適応を可能にする分子
基盤の解明

   2,080増渕 雄一
分岐高分子の新規分子モデル

   2,730倉田 博基
球面収差補正STEM－EELSによる界面・欠陥近
傍の局所状態解析

教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

准教授

准教授

   4,160東　 正樹
s電子を利用した特異な磁性・電気伝導・誘電
現象の探索　

   1,820
多金属骨格の特性に基づく機能性分子の創製

4,550

7,410

松田 一成
カーボンナノチューブにおけるコヒーレント量
子光制御

川本　 純
レアメタル汚染の浄化と資源回収システムの
開発を目指した新規金属代謝微生物の探索　

准教授

准教授

准教授

助教

76,570小　　計 14件

基盤研究
    （C）    1,300横尾 俊信

ビスマスおよび鉛フリー低融点ガラスの無溶
媒合成

   650磯田 正二
走査型透過電子顕微鏡による高分子複合材料の
無染色観察法の開発

教授

教授

105,560小　　計 3件

 4,420

 8,450村田 靖次郎
トップダウンアプローチによるボウル型3次元
π共役化合物の合成と物性探索　　　

池ノ内 順一
細胞膜を構成する脂質分子の同定とその新規
機能の解明　　

16,380千葉 大地
電気的な磁化操作に関する研究　　　

教授

准教授

助教

若手研究
    （B）

29,250小　　計 3件

  1,690水畑 吉行
アルキニル基の特性を活用した新規ケイ素ー
ケイ素二重結合化合物の創成

   2,210
面性不斉エノラートを経由した不斉合成を基
盤とする生理活性天然物の全合成研究　　

1,820中村 泰之
高周期15・16族原子ラジカルの同定と反応性
解明の基礎研究

助教

助教

助教

吉村 智之

   3,510加藤 詩子
膜リン脂質の分子運動を標的とした新規がん
浸潤・転移阻害剤の開発に向けた基盤研究

助教

若手研究
   （A）

   2,080今西 未来
亜鉛フィンガーを利用した人工転写因子の創
製と人工遺伝子回路形成への展開

助教

中瀬 生彦
薬物送達ベクターカクテルの多元的な膜分子
認識と標的細胞への効率的導入

助教
 2,600

   520古田　 巧
機能性リン脂質の開発と生体膜関連研究への
応用

准教授

  1,690時田 茂樹
中赤外OH吸収帯波長高出力超短パルスファイ
バーレーザーの開発

助教

基盤研究
    （A）

117,650小　　計 8件

基盤研究
    （B）

岡　 雅明

   1,950浅見 耕司
広帯域誘電分光法による生物細胞膜の損傷と
修復のモニター

   1,040登阪 雅聡
高分子の配向を利用したナノ粒子の配列

准教授

助教

10,790小　　計 9件

挑戦的
萌芽研究

岡　 雅明

  2,340畠山 琢次
配位制御を鍵とした鉄触媒クロスカップリング
反応の開発

   2,080
直接的官能基化反応を基軸とする高効率的
合成手法の開拓　　

3,640太野垣 健
シリコンナノ構造における多体電子ダイナミク
ス制御

助教

助教

助教

滝田　 良

   1,300林田 守広
タンパク質立体構造における類似部分構造の
大域的抽出と解析

助教

1,040瀧川 一学
部分的類似構造の重ね合わせに基づく不均質
データの多義的探索法の開発

助教

   1,040志賀 元紀
生物ネットワーク構造に基づく統合的データマ
イニング手法の構築

助教

27,040小　　計 13件
（単位：千円）
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ICR OBAKU

田邊 太郎　　　　　　　　　　　
初めてのシラノン遷移金属錯体の単離とその
構造および性質の解明　　　　　　　　　　

研　究　費GrantsGrants
種　目 代表者 補助金研　究　課　題

   700酸化物極薄膜の構造歪み、及び物性評価

   3,000宮内 雄平
孤立単層カーボンナノチューブの光デバイス
応用に向けた形態制御直接合成と光物性解明

   700岡　 研吾
新奇な元素選択による非鉛系強誘電・圧電材
料の探索

特別
研究員
奨励費
    

31,300小　　計 34件

河合 正徳

   1,200橋本　 徹
鉄触媒鈴木－宮浦カップリング反応の開発と
糖誘導体合成への応用　

種　目 代表者 補助金研　究　課　題

（単位：千円）

学術創成
研究

   600

   700

高山 健太郎
細胞内送達ベクターと自己分解型リンカーに
基づく効率的薬物粘膜透過システムの構築

能代 大輔
センサー機能を有する人工イオンチャネルタ
ンパク質の創製と展開

特別
研究員
奨励費

   600

   600

   600

   600

   1,200

   700

   3,000

1,200

津留 　陽大
剛直な平面骨格を有する含高周期15族元素パ
イ電子拡張共役系の創製　　

三枝 栄子
新規な含ケイ素三重結合化合物の合成と物性
解明　　　　　　　　

林　 一広
キラルなmetallabinaphthylの創製と不斉反応
への応用　　　　　

横田 慎吾
分子配向集積化による多糖系高分子ナノ複合
界面の構造構築と機能創出　　

茅原 栄一
ヘテロ元素の特性を生かしたリビングラジカ
ル重合によるナノ構造分子の精密制御合成　

三島 絵里
高立体選択的リビングカチオン重合反応の開
発とその応用　　　

近藤 浩太
強磁性細線における単一磁壁の動的ダイナミ
クスの解明　　　　　　　

900

600

玉田 芳紀
強磁性FePtナノ粒子を用いたスピン制御素子
の研究

DELMO, M. P.
強磁性ナノ微粒子を用いたスピンデバイスの
開発　

   600

山田 啓介
ナノ磁気円盤における磁気コアの電流誘起ダ
イナミクス

   700

   700

中村 篤史
人工亜鉛フィンガーを用いたゲノムレベルで
の時計遺伝子プロモーター解析

東　 佑翼
新規配位子修飾による人工金属応答性ペプチ
ドの創製と生理活性制御

1,700小　　計 2件

  1,200

  1,200

半導体ナノ構造の励起子多体効果：局在性と
非局在性の競合

磁場中単一顕微分光による一次元量子細線の
励起子微細構造の研究

   1,100PUJALS, S.
新規対イオン－ポリアルギニン併用系を用い
た光親和性標識による細胞内相互作用の検出

   600DIEZ RUIZ, D.　　　
遺伝子発現情報を用いたマラリアの病原性に
関する研究

P.D.

P.D.

合　　計 820,212112件

特別
研究員
奨励費
(外国人)

平成21年度 二国間交流事業

准教授
五斗　 進

島川 祐一
フランスとの共同研究

フランスとの共同研究

助教
柘植 知彦

中国との共同研究

教授

平成21年度 特別教育研究経費

教授名古屋大学物質科学国際研究センター、
九州大学先導物質化学研究所との連携事業 小澤 文幸

物質合成研究拠点機関連携事業

部局責任者

教授
二木 史朗

化学系研究設備有効活用ネットワークの構築
本学協議委員

平成21年度 研究拠点形成費（グローバルCOEプログラム）

教授
時任 宣博

物質科学の新基盤構築と次世代育成国際拠点
理学研究科化学専攻、工学研究科化学系.
6専攻および材料工学専攻との3部局合同プロジェクト
（プロジェクト代表  工学研究科高分子化学専攻  教授  澤本 光男） 部局責任者

教授
金光 義彦

光・電子理工学の教育研究拠点形成
工学研究科電子工学専攻、電気工学専攻、情報学研究科通信情報
システム専攻との3部局合同プロジェクト
（プロジェクト代表  工学研究科電子工学専攻  教授  野田　進） 部局責任者

大野 工司

平成21年度 産業技術研究助成事業費（NEDO）
助教ポリマーブラシ／無機ナノ粒子複合系次世代多機能型

MRI造影剤の開発

1,352加藤 有己
形式文法に基づくＲＮＡタンパク質相互作用
予測

特定研究員

1,352小　　計 1件

若手研究
  （ｽﾀｰﾄ
　　ｱｯﾌﾟ）

203,970小　　計 2件

  93,600時任 宣博
高周期典型元素不飽和化合物の化学：新規物
性・機能の探求　　　　　

   110,370物質新機能開発戦略としての精密固体化学：
機能複合相関新物質の探索と新機能の探求

教授

教授

島川 祐一

   700膜成分クラスター形成を促進するアルギニン
ペプチドの開発と細胞内薬物送達への展開 広瀬 久昭

補助金金額は直接経費と間接経費の総額、単位：千円

阪部 周二
教授

部局責任者

普遍性と創発性から紡ぐ次世代物理学 
－フロンティア開拓のための自立的人材養成－
理学研究科 物理学・宇宙物理学分野、基礎物理学研究所、
附属天文台、低温物質科学研究センターとの5部局合同プログラム
（プログラム代表  理学研究科物理学・宇宙物理学専攻  教授  川合　光）

助教
柘植 知彦

イタリアとの共同研究

後藤　淳
助教非金属触媒で制御する超低費用・環境調和型の精密制御

リビングラジカル重合の開発

   700

   600

陳　     全
半相溶性高分子ブレンド系の階層的ダイナミ
クスの研究

堀尾 和史
系の全自由エネルギーに基づいた高分子から
みあい系のモデリング

   700

   600

森崎 達也
亜鉛フィンガータンパク質の標的DNA配列へ
の巻付き過程の解明と分子設計への展開　

安喜 史織
COP9シグナロソームの新規制御機構の解析：
mRNAプロセシングへの関与

中村 　絹
植物ホルモンシグナリングと細胞内レドックス
制御のクロストーク

600

600

中川 裕介
モリブデンおよびタングステンを用いた安定
同位体海洋地球化学

八坂 能郎
環境調和型新規溶液反応場における、C1、C2
分子の反応素過程

   700

伊藤 智和
真核生物におけるD型アミノ酸の機能と代謝

   700

   1,200

秀瀨 涼太
硫黄転移系に依存する転写制御機構の解明

佐藤 　翔
低温菌生体膜の低温適応を支える分子基盤解
明：エイコサペンタエン酸の生理機能解析

   600
高機能電子プローブを用いた走査型透過電子
顕微鏡による界面解析 治田 充貴

   900

遷移・典型元素による不活性結合活性化型新
規触媒反応と普遍元素による代替手法の開発 森本 浩之    1,400

平野 大輔

松永 隆佑

平成21年度 若手研究者インターナショナル・
トレーニング・プログラム(ITP)

教授
金久　 實

バイオインフォマティクスとシステムズバイオロジー
の国際連携教育研究プログラム 事業実施専攻長



特定研究員（産官学連携）WAN, Raymond（バイオインフォマティクスセンター） 産業技術総合研究所 特別研究員へ

助教　千葉 大地（材料機能化学研究系） 材料機能化学研究系特定助教（学術創成）から

特定助教（寄附研究部門）　辻野 康夫（水化学エネルギー（AGC）研究部門） 富士通テン株式会社知的財産部から

平成21年3月31日

助教　葛西 伸哉（材料機能化学研究系）

任期満了

助教　渡辺 文太（生体機能化学研究系） 相模中央化学研究所 研究員から

採　　用平成21年3月1日

研　究　費GrantsGrants

文部科学省 ライフサイエンス分野の統合データベース整備事業

平成21年度 委託研究

五斗　 進
ライフサイエンス知識の階層化・統合化事業 准教授

文部科学省

文部科学省 元素戦略プロジェクト

先端研究施設共用イノベーション創出事業 磯田 正二
京都・先端ナノテク総合支援ネットワーク 教授

准教授圧電フロンティア開拓のためのバリウム系
新規巨大圧電材料の創生 東　 正樹

平成21年度 受託研究

独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 辻井 敬亘

高イオン伝導ネットワークチャンネルによる
安全なリチウムイオン二次電池の研究開発 教授

独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 小野 輝男
スピントロニクス不揮発性機能技術プロジェクト 教授

独立行政法人 科学技術振興機構 金久　 實
ゲノムと環境の統合解析による生命システムの機能解読 教授

財団法人 バイオインダストリー協会 阿久津 達也
細胞アレイ等による遺伝子機能の解析技術開発 教授

独立行政法人 科学技術振興機構 馬見塚　拓
生命科学上の非構造化データの統合マイニング 教授

独立行政法人 科学技術振興機構 高谷　 光

メタル化ペプチドを用いる金属の組成・配列・空間配置
制御と異種金属集積型分子デバイスの創製 准教授

独立行政法人 科学技術振興機構 増渕 雄一
高分子シミュレータの開発および他階層との連結法の開発 准教授

独立行政法人 科学技術振興機構 池ノ内 順一
細胞の極性形成に関わる膜ドメインの形成・維持機構の解明 准教授

独立行政法人 科学技術振興機構 後藤　 淳
新しい型の精密制御ラジカル重合の開発 助教

独立行政法人 科学技術振興機構 松林 伸幸
バイオ分子間相互作用形態の情報的粗視化モデリング 准教授

平成21年度 共同研究

山子　 茂
共同研究 教授

山子　 茂
共同研究 教授

金谷 利治
ナイロンの結晶化挙動解析 教授

金谷 利治
高分子熱誘起相分離挙動およびその構造評価技術の開発 教授

中村 正治
新規C-Nカップリング反応の開発 教授

梶　 弘典
π共役系化合物の評価技術に関する研究 教授

金谷 利治
ＰＬＡ（ポリ乳酸）結晶構造およびその形成機構の解明 教授

民間企業

民間企業

岩下 芳久
粒子ビーム用光学素子及び測定系の開発 准教授
株式会社 日本中性子光学

宇部興産 株式会社

日東電工 株式会社

東ソー有機化学 株式会社

民間企業

トヨタ自動車 株式会社 

奨学寄附金（平成21年1～5月採択分 財団等よりの競争的研究資金）

財団法人 岩谷直治記念財団 柘植 知彦
太陽エネルギーの効率的利用を目指した植物情報伝達機構の解析 助教

財団法人 旭硝子財団
研究助成（材料機能化学研究系 ナノスピントロニクス） 教授

財団法人 上原記念生命科学財団 山子　 茂
研究助成（材料機能化学研究系 高分子制御合成） 教授

小野 輝男

（100万円以上）

辞　　職

准教授　髙橋 雅英（材料機能化学研究系）

助教　三原 久明（環境物質化学研究系）

大阪府立大学教授へ

物質・材料研究機構主任研究員へ

平成21年3月31日

平成21年3月31日 定年退職

准教授　中村　薫（物質創製化学研究系）

教授　中原　勝（環境物質化学研究系）

技術専門職員　寺田 知子（物質創製化学研究系）

伊藤 嘉昭
共同研究 准教授
民間企業

高谷　 光
共同研究 准教授
民間企業

増渕 雄一

ポリマーアロイの構造と粘弾性シミュレーション技術に
関する研究 准教授
三井化学 株式会社

助教　清水 文一（生体機能化学研究系）

立命館大学准教授へ

東洋大学准教授へ

採　　用　　　　平成21年4月1日

助教　川本　 純（環境物質化学研究系） 生存基盤科学研究ユニット特定助教（科学技術振興）から

独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 辻井 敬亘

イオン液体と高分子の複合化による
広温域・無加湿作動燃料電池用不溶性電解質膜の開発 教授

独立行政法人 科学技術振興機構 島川 祐一
極限条件を用いた新規機能性酸化物の探索 教授

川端 猛夫
コチニン誘導体の合成 教授
株式会社 いかがく

後藤　 淳
共同研究 助教
民間企業

後藤　 淳
共同研究 助教
民間企業

後藤　 淳
共同研究 助教
民間企業

後藤　 淳
共同研究 助教
民間企業

財団法人 光科学技術研究振興財団 太野垣 健
研究助成（元素科学国際研究センター 光ナノ量子元素科学） 助教

財団法人 旭硝子財団
研究助成（元素科学国際研究センター 光ナノ量子元素科学） 助教

太野垣 健

財団法人 日本板硝子材料工学助成会

「ペロブスカイト酸化物を用いた複合機能をもつ人工超格子の
合成と物性」に対する研究助成 特定助教

市川 能也

岩下 芳久

平成21年度 大学等連携支援事業
准教授ILC計画推進のための超伝導空胴計測器開発と人材育成

＊特殊環境微生物研究プロジェクト

＊
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宇治地区研究所本館耐震改修工事

耐震改修計画終了後

耐震改修しない範囲

平成21年4月1日

平成21年5月31日

平成21年6月1日

平成21年7月1日

採　　用　　　　

辞　　職　　　　

昇　　任　　　　

昇　　任　　　　　

技術職員　藤橋 明子（物質創製化学研究系） 教務補佐員から

特定研究員（産官学連携） 金　正植（材料機能化学研究系） 材料機能化学研究系研究員（科学研究）から

教授　梶　 弘典（環境物質化学研究系） 環境物質化学研究系准教授から

准教授　笹森 貴裕（物質創製化学研究系） 物質創製化学研究系助教から

　宇治地区の研究所本館耐震改修は、Ⅰ～Ⅳ期までの予定で工事を行ってい
ます。
 既に、Ⅰ期工事は完了しました。Ⅱ期工事も3月末に部分竣工し、西棟増築棟が
6月末に竣工しました。5月から7月にかけてⅡ期竣工部分に移転しているとこ
ろです。
　また、Ⅲ期工事のヒアリングは1月に行い、現在本部にて契約に向けて作業を
進めているところです。概ね7月頃に工事業者との契約が出来る予定です。
　工事は、契約完了後8月頃から随時開始していき、竣工は平成22年3月中頃
を予定しています。
　現在事務部の総務課・研究協力課は総合研究実験棟4階に、経理課・施設環
境課・本館耐震改修準備室・附属図書館宇治分館は化学研究所共同研究棟1
階に仮移転しています。
　Ⅳ期まで全て完了してから東棟増築棟に入る予定です。

施設環境課長　   
池田 幸雄

平成20年度 化学研究所 大学院生研究発表会
オーラル ・ ポスター大賞
　平成21年2月27日（金）、平成20年度の大学院生研究発表会が
開催され、博士後期課程3年生による20件の口頭発表と、修士課程
2年生によるポスター発表69件が行われました。研究所教職員に
よる慎重な審査の結果、オーラル大賞は有機元素化学研究領域の
田邊太郎さんに、ポスター大賞は高分子制御合成研究領域の鵜飼
悠さんに授与されました。

助教　井上 倫太郎（複合基盤化学研究系） ユーリッヒ研究所 博士研究員から

 
平成21年8月末に 
京都大学宇治おうばくプラザ竣工予定
　 現在建設が進められている「京都大学宇治おうばくプラザ」は平
成21年8月末竣工予定。プラザ内にはホールやセミナー室などが
設置され、10月末に利用に供される予定。ホールの名称は公募に
より「きはだホール（Kihada Hall）」に決定した。「黄檗」の別名であ
る樹木のキハダ（学名：Phellodendron amurense）にもとづく。

全景完成予想イメージ図 きはだホールイメージ図

京都大学宇治おうばくプラザ
建設現場

平成21年7月1日 採　　用　　　　

平成21年5月 平成21年7月



    家族で行きつけにしている美容院で、何人
かの先生方とお会いすることがあります。店
長さん曰く、皆さん話がお上手で、とても楽し
い方ですね、とのこと。自分の思いを魅力的
に発信する力は、こんな所にも現れるのだ
な、と感心しました。

 化研の魅力をお伝えする黄檗31号をお届けします。今号では
「化学研究所NOW」として、共同利用・共同研究拠点認定申請と
中期目標の評価について、時任所長、佐藤副所長にご寄稿いた
だきました。また、化研のアクティビティーの高さを証明するよ
うな3件の研究をハイライトとしてご紹介しています。碧水会便
りに刻まれた歴史をふまえつつ、古の宇治に思いをはせ、新し
い化研の歴史作りに参加したいと気持ちを新たにしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：東　 正樹）

　私は、グローバルCOEのプログラムの一環として、ドイ
ツ、レーゲンスブルク大学の　Christoph　Strunk　教授
のグループにて、短期留学を行いました。レーゲンスブル
クの町はドイツの南東にあり世界遺産にも登録されている
非常に美しい街で、レーゲンスブルク大学は市街地から少
し離れた場所にあります。私はレーゲンスブルク大学で、
微細加工技術を用いた試料作製、実験、セミナー等を行い
ました。短い間でしたが優れた研究を行っている研究者と
実験を行い、実験技術を身につけるだけではなく、研究者
としての姿勢等を学ぶことができました。とりわけセミナー
では、多くの学生や先生方の前で発表し議論を行い、大変

有意義なアドバイスを頂けるとともに自分の研究に対し
て自信を持つことができました。また海外で多くの友達
をつくることもできました。初めは不安でしたが、終わっ
てみると得るものは多
く、自分を成長させる非
常に貴重な経験だった
と思います。最後にこの
ような経験をさせていた
だきましたことに感謝を
述べたいと思います。あ
りがとうございました。

↑ シリコンの電気抵抗が
磁場によって大きく増大
することを発見
（P3参照）

↑ ペロブスカイト型新物
質LaCu3Fe4O12
（P4参照）

↑ ショウジョウバエ幼虫を用いた温度選択
性変異体の検索
（P5参照）

広報委員会黄檗担当編集委員
小野 輝男、平竹　 潤、
東　 正樹、倉田 博基

化学研究所担当事務室
井上 清史、宮本 真理子、
高橋 知世

化学研究所広報室
小谷 昌代、中野 友佳子、
武平 時代



宇治キャンパスの名脇役

（取材・文　広報室　武平）

　敷地面積215.641㎡と、甲子園の約５倍の広さを誇る宇治キャンパス。取材を行った５月のキャンパ

スは新緑にあふれ、草花がのびやかに呼吸する。待っていましたとばかりに白い花のカーペットを広げ

るのはシロツメクサ（別名クローバー）。実はこの時期、施設環境課の作業員達を一番悩ませるのがこ

の植物である。刈っても刈っても２週間すれば元の姿。よほど宇治構内の土壌が肌に合うらしい。元来

は江戸時代にヨーロッパから渡来した帰化植物だが、繁殖力が旺盛で自生するようになった。稲刈り後

の田んぼの緑肥として利用されていたという。シロツメクサは刺激を受けるとシアン化水素酸（青酸）

を発生させる。家畜に害を及ぼすほどではないが、害虫を回避するためには十分な毒となる。

　施設環境課の作業員の責任者である吉田さんは、この時期特に忙しい。現在作業員は5名。草刈り、

虫の除去，フェンスの設置や木の剪定など、作業内容は幅広い。碧水会行事の綱引きやソフトボール大

会も彼らの縁の下の力なしには成立しない。一度草を刈っていても、雑草はすぐに20～30センチに生

長する。「明日綱引きだから何とかしてほしい」という急な申し出にも吉田さんは快く応えてくれる。モッ

トーは「できることは何でもする。気付いたらする」。予定外の業務にもできるだけ迅速に対応できるよ

う態勢を整えている。取材中、バイオマスの実験のために綿花の種を巻いていた中村研究室の高谷先

生と遭遇した。「誰かに踏まれないように囲いを作ったほうがいいよ」と提案する吉田さん。気さくでざ

っくばらんな性格。教職員とも積極的に交流をはかり、個々の意見を取り入れる。

　休憩時間になると、吉田さんは遠くで作業する作業員に胸の前で手をすぼめる動作で作業終了の合

図を送った。聴覚に障害をもつ作業員とのコミュニケーションのために覚えた手話は、いつしか全作業

員共通の言葉となっている。責任者として、吉田さんが常に考えることはいかに効率よく作業を進める

かということ。そのために最も気を配るのは、一人一人の体調やペース配分である。個性を大切にし、

一人一人の意見を尊重する。そんなきめ細やかな配慮が、広大な宇治キャンパスを支えている。

 

（写真上）アカツメクサ。こ
ちらもシロツメクサ（写真
下）に負けじと繁殖する。よ
く似ているが、葉の形が違
っている。どちらもマメ科
の多年草。

参考文献『里の植物観察記』伊藤松雄

宇治キャンパスの自然と安全を守る施設環境課の作業員 吉田静夫さんに広報室が突撃取材しました。

施設環境課作業員の皆さん
前列）吉田さん（右）、宮地さん（左）
後列）西岡さん（左）、栗原さん（中央）、東さん（右）

施設環境課の作業場の
前には屋根から雨つぶ
を拾い、よい音を響かせ
るししおどし。吉田さんが
休憩の合間に作成した。

草刈り作業中の吉田さん


